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研究内容

【背景・目的】
HGF（Hepatocyte Growth Factor: 肝細胞増殖因子）は、MET受容体を介して、3-D形態形成（管腔形成）誘導作用
や生存促進作用を発揮し、これら生物活性を介して、肝臓や神経系など、組織の再生・保護を担う生理活性タンパク
質です（図） 。一方、HGFが示すこれらの活性は、がん組織においては、がんの浸潤・転移や薬剤耐性に深く関与し
ます。HGF-METシグナルを促進することは再生医療につながる一方、それを阻害することはがんの転移や薬剤耐
性を克服する分子標的薬の創製につながります。
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異分野・異業種との連携
1. 理学部・理学系研究科修了後、大学病院に勤務した、稀な経験/異分野・異業種体験
2. バイオベンチャーを起業して、異業種体験
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【概要】
(1) HGFによる難病治療の臨床試験を進めてい

ます。最近、ペプチドからなる人工HGFの創
成に成功しました。人工HGFを次世代バイオ
医薬として応用する基礎研究を進めています。

(2) HGF-MET系活性化の検出や阻害は、診断・
治療につながります。私達はHGFに結合・阻
害する環状ペプチドを見出しました。このHGF
阻害ペプチドをツールとする高感度・低侵襲イ
メージング診断の確立、HGF阻害剤創成の
研究を進めています。

(3)結晶構造解析、AFM技術などと連携し、HGF
によるMET受容体活性化の構造解明の研究
を進めています。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
- 分子や細胞レベルでの研究、マウス等実験動
物での研究がメインです。

- 組換えタンパク質を発現・精製することに習熟
しており、創薬の技術・経験に特徴があります。

- 成果が人や社会に役立てることは喜びです。
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